
東京都鳥島火山の地形と地質特

本 多彪州・諏訪彰州・竹山一郎制・多賀将帥

Topography and Geology of Torishima Volcano， Tokyo Prefecture. 

T. HONDA， A. SUWA， I. TAKEYAMA (Seismological Section， C.M.O.) 

and S. TAGA (Torishima Weather Station) 

Since the eruption in 1939 there have been some studies on the topography， geology and 

petrography of the volcano Torishima (30029'N， 140019'E). As the results of the investigations 

in January 1954， the writers have made a topographical map (Fig. 2)， a geological map 

(Fig. 3) and petrographical descriptions (Fig. 9) of the volcano. 

1.ー まえがき

1939年の噴火後， 鳥島は地形が著しく変化した. その後， 詳しい地形 ・地質調査があまり行わ

れていたかったので， 1954年 1月， 文部省科学研究費を受けて現地を調査し， 地形測量，地質調

査，岩石 ・噴気調査を行った.制州

11. 鳥島の地形

1. 地形の概観 鳥島は，外輪山の旭山・月夜山と島のほぼ中央部にあっ て， 1939年の噴火でで

きた中央口丘の硫黄山 (1946年 8月の鳥島調査のとき本多彪が命名した〉・その南隣の子持山とか

Fig. 1... Torishima!as:seen:from:the north. 

州地震課，骨州鳥島気象観測所長

A : Asahiyama， somma. 

1 : 1δyama， cen廿alcone. 

T : Tsukiyoyama， somma. 

C : Lava of 1939 flowed into Chitoseura. 

H : Lava of 1939 flowed down near Hyogoura. 
(Photograph by H.TAKEISH， Torishima Weather Station 

on July 25， 1953.) 

州州研究担当者 地形測量:多賀将，竹山一郎(外輪山内側の測量は 1--4月民主として多賀が行った).地

質調査 .，本多彪，岩石 ・噴気調査 :諏訪彰

後ReceivedMay 29， 1954. 
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16 験震 時報 19巻 1号

ら構成されている.

外輪山は外斜面の傾斜が約 300
(北側は約 200

，内斜面は約 300
) で， 海岸は 50--600

のがけと

たっているくFig，1， 2， 4， 5， 6)， 

1000η1 
』』，_Ld~... Sur刊ア 195-4

Fig. 2.. Topographical map of Torishima volcano (1/25，000). 
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硫黄山は切頭円ずい状火山であって，その外斜面は傾斜が約 30
0

， 山頂に円形火口がある.との

火口は内壁の傾斜が約 500， 火口底は南北約80m，東西約 45m(いずれも歩測)，たいらで，たま-

P水のかわいた跡が認められたくFig.1， 2， 7). 

2. 地形測量航空写真(1)を参考にして，多角測量，平板測図によって，次の方法で、地形図(Fig.

2)を作った.
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東京都鳥島火山の地形と地質一一本多・諏訪・竹山・多賀 17 

(1)島内に 13点の基点・を作り，島の西側に設けた長さ・200mの基線からトラ yシヅト (20秒読み)

によって多角測量を行ったー(測量原簿J計算表，原図は定点観測部離島課に保存).

(2)地形細部は平板によづて測図した.

(3)島の外烈商で測量で・きない場所の位置・地形は航窓写真(1) (垂直撮影3枚〉を用いて作図した.

(4)島の位置(経待度〉は肱見崎を不動点と仮定して，大正2年 (1913)諒Ij図の地理調主所 1/50，.000

地形図「鳥島」に一致させて作図した.

(5)水準の原点とじて怯，平均海水面の決定がで・きなかったのでト測候所に一応設けた基点(気圧

計の水銀面〉を原点に選び¥亡の点から前項(1)の基点 13の高度差を測量した.、その誤差は 1m以

内.た長，測候所の原点は 1948，年の水準測量で、当時の海面上82.1mであったので，とれを加算し

そ各基点の手抜高度とした

(6)真北は測候所近傍の基点で北極星の最大離隔度から求めた.

111. 鳥島の地質

9 鳥島は二重式複成成唐火山である.

l~ 外輪山三外輪山は玄武岩質溶岩流と凝友岩~集塊凝友岩の互唐からできてしプる成居火山であ

って，山体の下部には溶岩流が多く，山体の上部にはお沿むか凝友岩~集塊凝友岩が多い(Fig.3，

4， 5， 6). 

西側外輪山はp 三石北西約_500m([)大崩壊部以北では溶岩と凝友岩の互唐が，大崩壊部以南で、は

凝友清が発達している.前者は崩壊山頂部で 300
，初展崎で 100

と漸減して全体として北方に傾斜，

し，海面~山]1i聞に厚さ約 1mの溶岩流が十数枚はさまれ，後者は約 5。北方に傾き， I幅約 1mの

玄武岩質(3)岩j吸が数条認め話れたくFig.3，4). 

南側外輪山は，三石~つぼめ崎間では，。はめ崎付近の海岸に溶岩流が露出しているほかは大部

分凝友岩からできている.との凝友若は西側外輪山体と東側外輪山体から，それぞれ，断居を境と

してたち切られ，全体として下方・にたわみ落ち， との西側外輪山体の断屠付近にはl幅約 1mの玄武

岩質(3)岩j吸が約 20条網状に密集し，とのがけの約 100mの高さの地居間には西側に厚さ約 20ml隔

約 40m， 東側に厚さ約25m，幅約 25plのレγ ズ状岩体 (Lacco1ith-shaped.intrusion)が認め

られ，東側外輪山体の断唐付近でYは地唐が東方に約 350

傾斜じ，I幅約1mrD是脈が 1条はいってい、

るくFig.3， 5). -r
1 

東側外輪山怯，地唐が旭山山頂部以北のがけで、は北方へ 10"'20
0

傾斜し，旭山山頂部以南は山腹

が大崩壊して，ほほ、，水平居が露出しているくFig.3， 6). 

北側外輪山は凝次是が卓越し，との地唐は旭山では北東に約 100

， 月夜山では北方に約 200

傾斜

している (Fig.1， ~).ととに，との地屠は， 旧千歳湾基部のがけでは突然南西に約 200
傾斜し，
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Fig. 4. Torishima as seen from the west. 

T : Tsukiyoyama. Co: Collapsed:parts. W Weather Station. To the 
north (left) of Co， a1ternating 1ayers of somma lava and tuff are seen 
dipping northward， and to the south (right) of Co， tuff intruded by 
dykes isseen. (Photograp'h by T.HONDA at 9n45m a.m.on Jan. 18，1954). 

Fig. 5. Torishima as seen from the south. 

K : Komochiyama， centra1 cone. 11， 12: Laccolith-shaped intrusion. 

d : tuff rich in dykes. t: tuff warped downward 

(Photogaraph bv T.HONDA at lOh 30m a.m. on 1an. 18， 1954). 

Fig. 6. Torishima as seen from the east. 

A : Asahiyama， Co: Collapsed parts 

The strata dip 10~20 degrees northward (right) on the north side of Co， 

where the strata .are seen to be horizonta1 or to dip eastward 

(Photograph by T.HONDA at 10h 30m a.m. on 1an. 18， 1954) 
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との部で西側に落ち，月夜山東側海抜 150mのがけでは下唐がN70
0
E • N20

0，上屠がN600E.N100

で地屠が乱れている.

た沿， 烏島の北側には，兵庫浦方面と千歳浦方面に 1939年噴火のとき流出した安山岩質(3)，ω溶

先流が分布しているくFig.1， 3). 

2. 中央火口丘 硫黄山は噴石丘であって， 火山友砂れき ・火山弾.r:容先塊片(以上，玄武先質(2)，(3)

と安山浩質(3)から構成され，山!買火口の南東部内壁最下部には集塊溶岩(走向が N450W，傾斜

が S30
0

，Fig. 3)が露出し，火口底に高さ約 5mの垂直のがけを形成している.火口内壁は火口底

上約20m以高から高さ約 10mの白色噴気があ

り，西側が最盛で，内壁面には多量の白色・ 黄

色昇華物が付着していた (Fig.7).との噴気は

ややむせる・とげくさいに沿いがして，塩素が

微量含まれていたようである.

た~，子持山北西部には溶岩と凝友岩の互居

Fig. 7. Crater at the summit of Ioyama， 
central cone. 
Fumes and sublimates are seen on 
the west (left) inner c1iff. The 
crater botlom is flat and almost dry . 
(Photograph by T. HONDA at 1 1'~ 
20m a.m. on Jan. 16， 1954) 

ている.

が露出しているくFig.3). 

3. 火口原全火口原は火山友砂でゐ沿われ

4. 1939年噴火噴出物 1939年溶岩流は 1902年大火口 (Fig.8，全体積V1) を最低火口縁の高

さまでみたしてくとのときの溶居の体積を V2)，

兵庫湾方面く体積Va) と千歳浦)j面(体積 V4)に

流れ， 1939年に噴出された火山友砂れき ・火山弾

・溶法塊片(全体積V5) は硫黄山とその付近に

分布したくFig.1， 3). 

いま，火口の体積をV とし，との体積を n個

の水平面できり i番 目の水 平面の面積を 5iと

L 
し，5iの上方と下方に ft1.ずつの高さをとって，

2 n 
小体積5i.hlをJ!頂吹に積み重ね， ~Si ・ hi で全

i=l 
体積 Vをみたしたとすれば，

n 
v= ~ ai・Si• hi (1) 

1.'=1 

t
i
 n

 

n

q

J

 

1
i

ヮ“

一一一一

U
i

1
 

/
1
1
/
ι
1li--' 

一一α
 

しだた

o 
T
U
 

Q
U
 

l
 

vJ
 

O
lv
 

v
 

r
 

u
 

Q
}
 

ーR
 

P
U

J
2
 

nu 
nv 

Fig. 8 Topographical map before the eruption 
in 1939 of Torishima vo1cano. 
A : Explosive crater of the eruption in 
1902. 
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(1)式を使って， VI， V2， VS，V4， V5の体積を計算すれば、，Table 1のと3包りである.

TabJe 1:1939年噴火の鳥島火山の噴出物

hl 使 用 地 図

立13
12立01~32In0普

-5013 0-00 ・鳥J島(5)V1 (1902年大火‘口) 2 x107 

V2 0.9. // 120----200骨 /ノ

Vs (兵庫湾方面) 0.3 // ι50100-0 鳥島(5)，馬島海図〈日〉鳥島航空写真(00-----10制

日(千歳浦方面)I 0.5 // 11 :L~ö=ー80附 ノア // ノア F 

V2+VS十V4

と
わ一

辺周L
」山黄硫V

 

220----400持 .I 1 鳥島(5)，鳥島航空写真ω
150，000. 

注:骨は 20m等高線(海図は等深線)，日は 10.m等深線，Siは等高(深)線ごとの面積をプラニメーター

ではかる.

IV. 岩石・噴気

1. 岩石 鳥島の諸定石は 外輪山を構成する玄武岩類と中央火口一i王噴出の両輝石安山若とに大‘

別される (2)，く3)

(1) 外輪山溶岩 ~友様~晴友色，肉眼的に班状組織の玄武岩で，種類には，かんらん石玄武宥，

普通輝石かんらん石玄武岩，かんらん石普通輝石玄武岩，普通輝石玄武岩がある.初展崎の溶岩は，

かんらん石普通輝石玄武岩で， Fig. 9， aには，中央に斜長石(次長石~亜友長石，黒~黒友色斑

点はガラス質包含物〉の大結晶と下まわりに粒状の普通輝石がみえる.輝石・かんらん石は変質さ

れて，しばしば，線泥石，褐鉄鉱などを生じている.

(2) 外輪山集塊岩 、集塊岩の岩塊には，玄武法質j容先片沿よび、浮石があり，特に，初寝崎の浮

石質集塊売は，長さ 1cm，、とえきに1.5 cm， に沿よぷ美しい友長石結晶弾に富む.• 

(3) 外輪山売部長 初寝l崎~三石~燕崎間の岩阪は粗粒玄武岩.""かん‘らふ石粗粒玄武岩でv肉眼

的班状組織を示す.長根対岸の|幅約1.5mの垂直の岩阪は，班晶に友長石，普通輝石，くかん百ん石〉

があり，石基はポイキリティック組織で，ガラスはほとんど含まない (Fig:9， .b). 

(4) 1902年大火口壁の溶岩 同火口の南~西側残存部の溶岩と集塊若の互居中，西側火口壁。

溶岩は外輪山溶岩で，かんらん石普通輝石玄武岩であるくFig.9， c). 

(5) 1939年流出溶岩 帯様情友色，多孔質，肉眼的に班状組織の両輝石安山岩で、あづて.噴気

孔St.2 (Fig. 3)付近の標本では，班品に斜長石(次長石~亜友長石. 累帯構造を示さない)，紫そ

輝石，普通輝石があり，石基は大部分ガラスであるくFig.9，d). 
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Fig. 9. Photomicrographs of some rocks from Torishima volcano. (Open nicol， x28) 

a. AS54011603 One of the lava flows of the 

somma 

b. AS54011601 One of the dykes of the somma 

c. AS54011504 A lava flow exposed at the 

cliff of the explosion crater 

of 1902. 

d. AS54011502 The laya flow of 1939. 

e. AS54011501b One of the yolcanic bombs oi 1939. 

Pl : Plagioclase. Py : Pyroxene. 

Au : Augite. Hy : Hypersthene. 

b. AS54011601 

d. AS54011502 

- 22ー

a. AS54011603 

c. AS54011504 

e. AS54011501b 
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(6) 中央火口丘硫黄山噴石 噴石中には火山弾，火山れきが多く，火山弾は 10，....，30cm，紡錘

状，表面岩さい状のものがあり，火山れきも岩さい状である.硫黄山西側頂部付近の噴石は (5)・と

鉱物成分が同じである (Fig.9， e). 

ISt.21 .St，.31 St7 -

Tem:J) .of Ground* I 8吋 970cl _oc 

(Jan. 15， 1954， c1ear， winds of 

15--T8m/sec) 
For St.2，St.3 and St.7 confer Fig: 3. 

2. 噴気鳥島の諸噴気 (Fig.3) は白色で C12

の微束Ijげき臭を有するが，北J!I式微量ガス分析法では

S02' H2S， C12はいずれも検出されなかった.たl>-，

主要噴気地点の噴気温・地温帯く埋設カオリ γ 円筒州

内温度〉測定値を左表に示す.

V. むすび

1. 現地測量の結果.航空写真を参考にして，鳥島の地形図が新しく作製された.

2. 現地地質調査の結果， 1939年噴火の噴出物，岩脈，断居が確かめられて，地質図が作製された.

ととに， 1939年噴火の噴出物は，算出の結果，溶岩流は約1.7x107m3，火山友砂れき?溶岩塊序?

の合計は約1.9 x 107m3であった.

3: 鳥島の岩石が採集されて，鏡検された.

終りに本調査にあたって・航空写真の御配慮、をいただいた地理調査所の武藤所長・宮部博士・業

務課長石山孝太郎氏 現地では離島課長今里能氏と鳥島測候所の諸氏，凌風丸末永船長と同舶の諸

氏，その他，東大の水上教授，海洋課の関氏長よび和蓮台長， Jl!J日観測部長，水野管理課長と同課

の諸氏，井上地震課長と同課の諸氏の御指導に対し深く広謝の意を表する.
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者鳥島測候所で定期観測(月 3回)を行っている
州地温測定用:径 10cm，長さ 1m，閉管
噴気測定用:径 10cm，長さ 50cm，開管.

- 23ー

2 No. 12 (1951) 9. 


